
 

科目名	 インテンシブ・イングリッ
シュ	

英語科目名	 Intensive	English	

開講年度・学期	 平成２8年度・集中	 対象学科・専
攻・学年	

電気電子創造工学科・１年生	

授業形態	 講義・演習・実習	 必修 or 選択	 必修	

単位数	 １単位	 単位種類	 履修単位	

担当教員	 電気電子創造工学科教員	
非常勤講師選定中	

居室（もしくは
所属）	

電物棟、電電棟各教員室	
非常勤講師室等	

電話	 内線 256（渡辺）	 E-mail	 watanabe@小山高専ドメイン	

	
授業の到達目標	
	

授業の到達目標との対応	

小山高専
の教育方
針	

学習・教育
到達目標
(JABEE)	

JABEE 基
準	 	

１．日常生活で必要なことを英語で表現、聞き取ることができる。	 ⑥	 —	 —	

２．科学技術に関する基礎的な英語を話し、聞き取る事ができる。	 ⑥	 —	 —	

３．科学技術に関する簡単な説明を、英語で表現できる。	 ⑥	 —	 —	

	 	 	 	

各到達目標に対する達成度の具体的な評価方法	 	

１−３．授業内の内の演習等により、英語による適切で理解できる表現がなされているかで評価する。	

評価方法	

１−３．授業内の内の演習等により、総合的に判断する。	

授業内容	

土日集中、及び、放課後に行う。	
詳細は HR に追って掲示する。	
授業内容は次の６つである	
	 １）オープニング	 	 １時間	
	 ２）技術英語	 	 	 	 ８時間	
	 ３）英会話	 	 	 	 	 ８時間	
	 ４）TOEIC 対策	 	 	 	８時間	
	 ５）TOEIC-IP テスト	 ４時間	
	 ６）エンディング	 	 １時間	
	

キーワード	 英語、専門英語、TOEIC	

教科書	 技術英語―実践的技術英語テキスト、初級無〜中級レベル、津山工業高等専門学校技
術英語テキスト編集委員会、電気書院（２０１０）	
TOEIC 教科書（授業内で指示）	

参考書	 必要に応じて指示	

カリキュラム中の位置づけ	

前年度までの関連科目	 各英語科目、専門科目	

現学年の関連科目	 各英語科目、専門科目	

次年度以降の関連科目	 各英語科目、専門科目	

連絡事項	

英語のみによる、３０時間の集中授業である。	
自ら英語を聞き、話し、体験することが重要である。	
必修科目である。	
問い合わせ先は、電気電子創造工学科渡辺まで。	

シラバス作成年月日	 平成２８年２月１８日作成	


